
 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善箇所説明図 

動力伝達装置において、ベルト駆動用プーリの締付け部の構造が不適切なため、走行中に当該プーリの

締付けナットが緩むことがある。そのため、当該プーリがケースカバーと接触して異音が発生し、その

まま使用を続けると、ナットが脱落し、最悪の場合、エンストして再始動できなくなるおそれがある。 

改善の内容：全車両、ベルト駆動用プーリの締付けナットとワッシャを対策品と交換し、ナットの締付け

トルクを変更する。 

識別：リコール番号入りの識別ステッカーを車台番号打刻位置付近に貼付する。 

基準不適合発生箇所  
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注：      は交換する部品を示す。 
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